
市民啓発シンポジウム 

『人生の最終段階について考える』 

～人生の最期を自宅で迎えるために何が必要か～ 

 

日時：令和元年 10 月 24 日（木）14：00～16:30 

会場：横浜関内ホール 大ホール  

 

総合司会 横浜市医師会 常任理事 小川 憲章氏  

○  ご挨拶 

 ・横浜市医師会 会長 水野 恭一氏  

 

○ シンポジウム 

・座長  横浜市医師会 常任理事 小川 憲章氏  

 

（１）自宅で最期を迎えるにはいくらかかるの？ 

横浜市医師会 常任理事 赤羽 重樹氏・・・２ 

 

（２）自宅で最期まで過ごす条件とは 

         港北区医師会会長 

日横クリニック 院長 鈴木 悦朗氏・・・１０ 

 

（３）「もう一回」となればやりません～家族の体験談  

 大垣 佐智子氏     

    

-----休憩 15 分間（質問票回収）----------  

 

○ 横浜市の現状   横浜市医療局 局長 修理 淳氏  ・・・・１６ 

 

（４）シンポジウム（質問票の回答） 

赤羽 重樹氏  鈴木 悦朗氏  大垣 佐智子氏  修理 淳氏 

 

○ 閉会の挨拶 横浜市医師会 常任理事 大久保 辰雄氏  
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横浜市の現状

医療局長 修理 淳

令和元年10月24日
市民啓発シンポジウム「人生の最終段階について考える」

横浜市のデータ
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将来人口推計

人口のピーク（中位推計）
2019年 373万人

出典：横浜市中期4か年計画2018～2021

年齢３区分人口

団塊の世代
が75歳

団塊の世代
が90歳
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３区分人口の割合

団塊の世代
が75歳

団塊の世代
が90歳

2,050～

560～780

400～ 560

250～ 400

0～250

410,308人

後期高齢者人口 2015年
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410,308人

後期高齢者人口 2025年

2,050～

560～780

400～ 560

250～ 400

0～250

585,956人
2015年比143%

410,308人

後期高齢者人口 2040年

2,050～

560～780

400～ 560

250～ 400

0～250

585,956人
2015年比143%

2,050～

560～780

400～ 560

250～ 400

0～250

643,538人
2015年比157%
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後期高齢者人口 2060年

766,620人
2015年比187%

2,050～

560～780

400～ 560

250～ 400

0～250

死亡者数の推移

出典：横浜市「区別の男女別・年齢５歳階級別人口」
（ http://www.city.yokohama.lg.jp/seisaku/seisaku/jinkosuikei/ ）

団塊の世代
が75歳

団塊の世代
が90歳
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脚注：「老人ホーム」には養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、軽費老人ホーム、有料老人ホーム等を含む
出典：死亡小票データより作成

【割合】

1,831

2015

2,075
2,758

20,984

2013 2014

2,223
2,874

2017

21,986

2016

30,418
29,127

31,545

30,188

32,550

7.3

2013

6.3 6.9

2016

72.0

2014

8.7 8.8

67.5

2015 2017

その他自宅 老人ホーム 介護老人保健施設 病院 診療所 不詳

（%）

【死亡者数】

死亡場所別死亡者数（市内在住者）

出典：死亡小票データより作成

1,042 1,203 1,276 1,550 1,699
51

30
53

55

49

128
115

121

134

205

31
32

31

31
42

58
61

46

45
66

526

580

210

99

2,299
109

154

2013

193

196

167

179

127

2015

223
173

3,400

227

670

140

2016

259

575

2014

125
2,520

804

2017

2,627

3,044

⑦腎疾患

⑤呼吸器疾患
⑥肝疾患

④肺炎
③脳血管疾患

②心疾患

①悪性新生物

（%）

⑧老衰（認知症含む）

50％

23.6％

⑨その他

自宅で看取られた死因
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出典 2016年度横浜市高齢者実態調査

在宅介護サービスを
利用しながら、

自宅で暮らし続けたい

あなたは今後もご自宅での介護を希望しますか？
（要介護者対象、身体状況・介護者の状況に大きな変化がない場合）

7割

無回答
（１割）

介護施設に入りたい
（0.7割）

わからない
（0.6割）

自宅での介護の希望

横浜市の取組

・在宅医療相談室

・人生の最終段階における医療・ケアに関する啓発
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在宅医療連携拠点

在宅医療について相談できる窓口があります（18区）。

月～金
9：00～17：00

在宅医療連携拠点
お問い合わせについては、横浜市ホームページの「横浜市在宅
医療連携拠点」のページをご覧ください。

ご利用できる相談例

うちのおばあちゃん、通院するのが難しくなってきたんだけど、

家まで来てくれる先生を紹介してもらえませんか？

退院が決まったのですが、自宅での療養生活が不安

です。どうしたら良いですか？

最期を自宅で迎えたいのですが、

どのような準備をしたらよいですか？

在宅医療連携拠点
で検索！
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誰でも、いつでも、命に関わる大きな病気やケガにより、自分で物事を決め

られなくなったり、望みを人に伝えられなくなってしまうことがあります。

自らが希望する医療・ケアを受けるために、大切にしているこ

とや望んでいること、どこで、どのような医療・ケアを望むか

を自分自身で前もって考え、周囲の信頼する人たちと話し合

い、共有することが重要です。

人生の最終段階における医療・ケア
に関する啓発の取組

自らが望む人生の最終段階における医療・ケアについて、前もって考え、家

族等の信頼のおける人や、医療・介護の関わる方々と繰り返し話し合い共有

する取組を

「アドバンス・ケア・プランニング（ACP）」
と呼びます。

平成30年に、厚生労働省が行った

一般応募の中から、ACPの愛称が

「人生会議」に決定しました。

また、11月30日（いい看取り・看取られ）

が「人生会議の日」とされました。

人生の最終段階における医療・ケア
に関する啓発の取組

ロゴマーク
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横浜市では、として、「もしも手帳」を作成し、平成31年１月より配

付していま人生の最終段階をどう過ごしたいかを考え、自ら選択してい

くためのきっかけす。

人生の最終段階における医療・ケア
に関する啓発の取組

本日ご来場の

皆様にお配りし
ています！

もしも手帳の内容

【質問１】

人生の最終段階における医療・ケア
に関する啓発の取組

•治療やケアの希望
治療やケアで何を優先するか。

１、長生き
２、快適さ
３、できる限り何もしない
４、不明（これから考える）

※あくまでも希望。事前指示ではない。
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もしも手帳の内容

【質問２】

人生の最終段階における医療・ケア
に関する啓発の取組

•代理者
医療・介護従事者と話し合う人の希望。

１、家族
２、家族以外
３、不明（これから考える）
４、いない

※家族に限るものではない。
また、代理決定者になるとは限らない。

もしも手帳の内容

【質問３】

人生の最終段階における医療・ケア
に関する啓発の取組

•最期の場所
治療・ケア方針を踏まえての希望。

話し合いの中で質問１に戻ることも想定。

•氏名等の記録
定期的に振り返り、かき直すことを想定。
話し合った日・人は可能であれば記載。
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「もしも手帳」は、下記の配布場所でお渡ししています。

人生の最終段階における医療・ケア
に関する啓発の取組

【配布場所】
・区役所（高齢・障害支援課）
・地域ケアプラザ
・在宅医療相談室
・一部の薬局、診療所、病院等

※おくすり手帳や診察券等が入
るビニールケースと一緒にお渡
ししています。

「最期まで自分らしく生きる」ためにも

いつか迎えるその時にむけた「生き方」をご自身で考えておくこと。

人生の最終段階をどのように迎えたいか考えてみませんか。

横浜市では、

○人生の最終段階の医療等について考えるヒントとなる情

報発信や機会の提供。

○最期は自宅で過ごしたいという市民の希望に添えるよう

環境整備をすすめます。

さいごに
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